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［成果情報名］リノレン酸の生合成を抑制した形質転換シクラメンの作出

［要約］単離したシクラメンの耐暑性に関与する脂肪酸不飽和化酵素遺伝子（ ）かCpFAD

ら作製したRNAiベクターを用いた遺伝子組換えにより、葉におけるリノレン酸含量が著し

く低下した形質転換「ビクトリア」(2倍体)を作出した。
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［背景・ねらい］

、 。 、地球温暖化が進む中 シクラメンの安定生産には耐暑性品種が求められている そこで

RNAiベクターを利用した遺伝子組換え法により、耐暑性に関与する脂肪酸不飽和化酵素遺

伝子（平成16年度農業関係試験研究の成果）をシクラメンに導入し、低リノレン酸の形質

転換体を作出する。

［成果の内容・特徴］

１．シクラメンから単離した の情報を基に作製した 7 exon RNAiベクターを導CpFAD CpFAD th

入し 「ビクトリア」(2倍体)の形質転換体を2個体（No.15、No.31）獲得した（表１ 。、 ）

２．獲得した形質転換体2個体は、葉における内在性の の発現が非形質転換体と比較CpFAD

して、ほぼ完全に抑制された（図１ 。）

３．獲得した形質転換体2個体の葉におけるリノレン酸含量は、非形質転換体と比較して

著しく低下した（図２ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．形質転換体の耐暑性と環境に対する安全性については、次世代種子の実生を用いて閉

鎖温室、特定網室、隔離圃場で確認する。

２．形質転換体では花粉が形成されないので、自殖種子を獲得するための処理が必要であ

る。



［具体的データ］

図１ 非形質転換体と形質転換体の葉における

mRNAの発現確認CpFAD

注）1.Ｃ：非形質転換「ビクトリア」

2.各レーン10 ugのtotal RNA供試

図２ 非形質転換体と形質転換体の葉における

リノレン酸含量

注）1.Ｃ：非形質転換「ビクトリア」

2.値は平均値±標準偏差(n=3)
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表１　RNAi法による形質転換「ビクトリア」の作出経過


